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～「人材」から「人財」へ～  

  当 市 では 、知 識 や技 術 を 習得 し 、個 人の 資 質 や能 力 を 高め て

いく「 人 材 」の育 成 から 、一 歩 進め て 、その 力 量 を発 揮 す る こ

とで 、真に 市 民に と って の『 財 産 』と な る職 員 を「 人 財」と し

て育 成 し てい く こ とを 目 指 しま す 。  

この た め 、本 方 針 では 『 人 財』 と 表 記し て い ます 。  
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弘前市人財育成基本方針の策定にあたり  

 

     

          

 

 

急 速な 少 子 高齢 化 や 定住 人 口 の減 少 時 代を 迎 え 、地 域 活 力の 低 迷

が 一層 危 惧 され て い ます 。 そ の一 方 で は、 個 人 の価 値 観 やラ イ フ ス

タ イル の 多 様化 に よ り 市 民 の 行政 サ ー ビス へ の 要求 は 高 まっ て い ま

す 。ま た 、 当市 に お いて は 、 近年 で は 経験 豊 富 な職 員 の 退職 者 数 が

増 加し 、 職 員構 成 な ど職 員 を 取り 巻 く 環 境 も 大 きく 変 化 して き て い

ます 。  

こ のよ う な 社会 情 勢 の中 、 市 民が 安 心 して 安 全 に地 域 で 暮ら せ る

よ う、 充 実 した 市 民 サー ビ ス の提 供 を 続け る た めに は 、 限ら れ た 人

員 で効 果 的 かつ 効 率 的に 業 務 を遂 行 す るた め の 市政 の 担 い手 と な る

職 員の 役 割 の重 要 性 が一 層 求 めら れ て いま す 。 そし て 、 市民 か ら 信

頼 され る 行 政運 営 を 進め て い くた め に は、 職 員 一人 ひ と りが 常 に 市

民 目線 に 立 って 、 地 域課 題 を 的確 に 把 握し 、 積 極的 に 行 動す る こ と

がで き る 力が 必 要 不可 欠 で あり ま す 。  

こ のよ う な こと か ら 、 職 員 の 意欲 と 能 力を 十 分 に引 き 出 すこ と が

で き、 職 員 間の 知 識 や技 術 が ＯＪ Ｔ な どを 通 じ て確 実 に 引き 継 が れ

て いく こ と がで き る 職場 環 境 をつ く る ため に 、 この 度 、 これ ま で の

弘前 市 職 員人 財 育 成基 本 方 針を 大 幅 に見 直 し 、新 たに 策 定し ま し た 。 

今 後は 、 こ の方 針 に 基づ き な がら 、 こ れま で 以 上に 職 員 一人 ひ と

り が持 つ 能 力を さ ら に発 揮 で きる よ う 、組 織 全 体で 目 標 ・課 題 を 共

有 しな が ら 、自 ら 考 え、 行 動 力に あ ふ れる 弘 前 市職 員 の 育成 に 取 り

組ん で い きま す 。  

 

                       弘 前市 長  櫻田  宏  
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「すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために

勤務し、且つ、職務の遂行の当たっては、全力を挙げてこれ

に専念しなければならない。」  
  

 

 この こ と は、 地 方 公務 員 法 第３ ０ 条 （服 務 の 根本 基 準 ）に 定 め られ て

お り、 私 た ち職 員 は 、常 に 念 頭に お き なが ら 、 職務 を 遂 行し な け れば な

りま せ ん 。  

 超少 子 高 齢化 や 社 会・ 雇 用 情勢 の 変 化、 多 様 化す る 市 民ニ ー ズ など を

的 確に と ら えな が ら 、限 ら れ た様 々 な 地域 資 源 を有 効 か つ効 果 的 に活 用

し 、最 大 の 効果 を 上 げる た め に、 私 た ち職 員 一 人ひ と り が日 々 成 長す る

不断 の 努 力が 求 め られ ま す 。  

 

 

～初心を思い出してみてください～  
 

  「 地 方 公 務 員 法 」 及 び 「 弘 前 市 職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 」 の 規 定

に よ り 、 宣 誓 を し て か ら で な け れ ば 、 職 務 を 行 っ て は な ら な い こ と に な っ

て い ま す 。 皆 さ ん は 、 採 用 時 に こ の 宣 誓 書 を 読 み 上 げ て い ま す 。 今 一 度 、

本 宣 誓 書 を 読 み 返 し 、 市 職 員 と し て の 意 識 と 行 動 を 確 認 し て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

│⁸↓↓⌐ ⅜ ⌐ ∆╢↓≤╩ ╘╢

⌐ ™⁸⅛≈⁸↓╣╩ ∆╢↓≤╩ ↄ ™╕∆⁹ 

│⁸ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

≤⇔≡⁸ ╩ ⅛≈ ⌐ ∆═⅝ ╩

ↄ ⇔⁸ ─ ⌐╟∫≡ ↕╣√ ┘

─ ⌐╟∫≡ ↕╣√ ⌐ ™ ⅛≈ ⌐

╩ ∆╢↓≤╩ ↄ ™╕∆⁹  

弘前市職員としての責務 
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 市役所は、「市民の役に立つ所」です。  

 職員一人ひとりが「目指す職員像」を常に念頭に置きながら、

全庁挙げて人財育成を進めていきます。  
 

 

Ϸ Ǯ ȒǖƲ ўǱ ᴣ

⁸ Ǯ ǏƲ
Ʊ⁸ ǯВǲ ҲǠȒ ᴣ

ᶽ ǯ șȉǨƲ
Ʊ̲˗ǲȉ Ȑ ǠȒ ᴣ

ƾ Ǡ ᴣϑƿ

⁸ ☻

 

 

⁸⁸ ǵǵ☻☻ǲǲ ǫǫ  

目指す職員像 
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※ 本 指 針 で 掲 げ る キ ャ リ ア ・ デ ザ イ ン と は 、 公 務 員 生 活 に お け る 職 務 経 験 、 能 力 形
成 に つ い て 主 体 的 に 行 動 す る こ と を い い ま す 。 ま た 、 仕 事 を 離 れ て 、 地 域 社 会 や
自 分 の 生 き 方 の 課 題 解 決 の た め に 行 動 す る こ と も 、 自 身 の 成 長 に つ な が る も の と
考 え ま す 。  

 

 
 

  

 

 

人財育成のための 

キャリア・デザインと人事評価制度 
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 職員 研 修 と人 事 評 価制 度 を 一体 的 に 進め な が ら、 仕 事 に対 す る 意欲 や

個 々の モ チ ベー シ ョ ンを 高 め るこ と で 、 市 役 所 全体 の 仕 事力 を 向 上さ せ

る こと が で きま す 。 そし て 、 この モ チ ベー シ ョ ンを 高 め るた め に 自ら キ

ャ リア ・ デ ザイ ン （ ※） を 具 体に 描 き 、実 現 に 向け て 成 長す る 意 識と 行

動力 が 大 切で す 。  

 しか し 、 公務 員 の 職場 に お いて は 、 組織 全 体 の枠 組 み があ り 、 定数 な

ど が定 め ら れて い る こと か ら 、必 ず し も自 分 が 希望 す る 職場 に 配 属さ れ

ない 場 合 もあ り ま す。  

 この た め 、配 属 さ れた 職 場 にお い て 、市 が 目 指す 組 織 目標 や 職 員像 を

踏 まえ 、 自 分の 担 当 業務 を し っか り と 把握 し 、 的確 に 事 務処 理 を 行い な

が ら知 識 や 技術 を 高 めて い く 過程 に お いて 、 新 たな 発 見 やア イ デ ィア の

創出 へ と つな が り 、 キ ャ リ ア・ デ ザ イン を 考 える 機 会 とな り 得 ます 。  

現 在、 人 事 評価 制 度 （※ ） に おけ る 能 力評 価 （ ※） と 業 績評 価 （ ※）

の フィ ー ド バッ ク の 機会 に 上 司と 面 談 する 機 会 があ り ま す。 自 身 が描 く

キ ャリ ア ・ デザ イ ン を上 司 に 示し 、 助 言や 支 援 を受 け な がら 自 己 実現 を

図る よ う 努め て く ださ い 。  

 

                  

  

自己成長のためのサイクル 

（ ※ ） に つ い て 、 各 用 語 の 解 説 は 巻 末 に ま と め て 掲 載 し て い ま す 。  
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  職 員 は 、そ の 職 位や 職 務 経験 に 応 じた 業 務 を任 さ れ てお り 、 職員 一

人 ひと り が 自分 に 与 えら れ た 役割 を し っか り と 認識 し 、 能力 を 十 分 に

発 揮し て 、 職責 を 担 った 行 動 をす る こ とに よ り 、組 織 全 体の ス ム ーズ

な運 営 が 図ら れ ま す。  

役 職別 に 求 めら れ る 能力 、 必 要と さ れ る 姿 勢 ・ 態度 は 、 人事 評 価 制

度 の能 力 評 価の 中 で 例示 し て いま す 。 この こ と は、 自 身 のキ ャ リ ア・

デザ イ ン と深 く 関 わっ て き ます 。  

 

 

 

 

 
 

 

※ 階 層 別 に 求 め ら れ る 能 力 に つ い て は 、 弘 前 市 人 事 評 価 実 施 マ ニ ュ ア ル に 「 能 力

評 価 基 準 書 」 を 掲 載 し て い ま す の で 、 ご 確 認 く だ さ い 。  

キャリア・デザイン３つの輪  

３ つ の 輪 が バ ラ

ン ス よ く 、 重 な

り 大 き く な る こ

とが 望 ま しい  

階層別に求められる主な役割と能力 
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─√╘─  

 

 

 

 

   

 

人 財育 成 を 進め て い く上 で 基 本と な る のは 、 職 員自 身 が 向上 し よ うと

する 意 欲 と主 体 的 に行 動 し てい く こ と で す 。  

職 員一 人 ひ とり が 能 力を 伸 ば して 、 能 力と 実 力 を十 二 分 に発 揮 し 取り

組 んで い く ため に 、『 人財 育 成 を推 進 す るた め の 体制 』 を 踏ま え な がら 、

以下 の ４ つの 観 点 で 人 財 育 成を 進 め てい き ま す。  

  な お 、本 方針 で 示す 内 容 を具 体 的 に実 行 し てい く た めに 、個 別 に 検討 、

計画 し て いき ま す 。  

 

 

 

 

１  人財を育てる職場環境  

２  人財を育てる仕事の進め方  

３  人財を育てる職員研修  

４  人財を育てる人事管理  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員 の 自 発 的 な 取 り 組 み を 支 援 す る 職 場 の

環境 整 備 、各種 研 修 の充 実 や 効果 的 な 人事 評 価

制度 の 実 施な ど 、す べて が 人 財育 成 を 念頭 に お

いて 、 組 織全 体 で 取り 組 ん でい き ま す。  

人財育成を推進するための体制 
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人 財の 育 成 は、 職 員 自身 の 主 体的 な 取 組 と 管 理 監督 者 の 支援 、 様 々

な学 習 機 会の 提 供 等が 相 ま って 、 よ り大 き な 効果 が 期 待で き ま す。  

本人 の 意 欲や 主 体 性が 極 め て重 要 で あり 、「 自 己 啓発 」は 、人 財 育 成

の基 本 で す。  

こ の自 己 啓 発を 促 進 する た め には 、 職 員 の 自 覚 に委 ね る だけ で は な

く 、自 己 啓 発の き っ かけ づ く り や 自 己 啓発 に 取 り組 み や すい 職 場 の環

境づ く り が必 要 で す。  

ま た、 職 員 自ら が 能 力を 発 揮 する た め には 、 ま ず、 心 身 とも に 健 康

で ある こ と が必 要 で ある こ と から 、 健 康管 理 に も努 め て いか な け れば

なり ま せ ん。  

 

(1)   職員が研修に参加しやすい環境づくりのために、年

間の研修計画等を事前に示すなど、キャリア形成や能

力開発のための研修等の情報発信を積極的に行います。 

 

( 2)   自己研さんに意欲を持つ職員を支援するため、通信  

教育に対する助成制度の情報提供など、自己啓発支援

体制の充実を図ります。  

  

(3)   組織体制については、担当制と係制の在り方を再検

討し、特に知識や技術の継承や係内の業務や人的マネ

ジメントが必要な部署については、係制にします。  

                   
  

(4 )   女性職員がより一層能力を生かし、いきいきと働き

やすい職場環境となるよう、キャリア形成の推進、メ

ンター制度などの各種制度の継続や整備、積極的な研

修への参加や人事配置による登用などを進めます。  

 

 

 

 

OJT  

 ˲ ḹ ṑ 
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職 場は 職 員 の能 力 開 発に と っ て最 も 重 要な 場 所 であ り 、 職務 に 直 結

した 実 践 的な 能 力 は、 仕 事 を進 め る 過程 で 身 につ き ま す。  

職 員は 、 業 務の 課 題 や目 標 を 明確 に し 、 主 体 的 に仕 事 に 取り 組 み 、

上 司は 職 員 の業 務 の 達成 状 況 を確 認 し なが ら 適 切な ア ド バイ ス を 行う

など 、 機 をと ら え た能 力 開 発を 行 う こと が 必 要で す 。  
 

今ま で 無 意識 に 行 って き た 日常 の 管 理行 動 を 常に 部 下 の指 導 ・ 育成  

に 結 び つ け て 、 意 図 的 に 行 っ て い く こ と が 必 要 で す 。 そ の た め に は 、

管 理監 督 者 で ある 上 司自 身 も 自 らの 姿 勢を 正 し 、 率先 し て自 己 啓 発 を

行 うと と も に 、部 下 との コ ミ ュ ニケ ー ショ ン を 図 って い くこ と が 必 要

です 。  

 

(1 )  上司や先輩職員が部下や後輩に対して、常に知識や技術

の継承を 意識し た仕事の 進め方 に取り組 めるこ とができ

る職場環境の整備に努めていきます。  

 

(2)  職場を活性化させるために、ミーティングやプレゼンテ

ーション、スピーチの機会を創出するなど、職員一人ひと

りが自由に意見を交わし、コミュニケーションが図れる職

場づくりを進めていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵈ ᴳ  ⁵  

Ḁ Ỡ ד ᾼ ⁵  ˟

ẩ еἑ ᴳἩ “ ⁵ Ỹ 

 

こ れ は 、 人 財 の 育 成 に 関 す る 名 言 と し て 有 名 な 、  

旧 連 合 艦 隊 司 令 長 官 の 山 本 五 十 六 の 言 葉 で す 。  

部 下 が 成 長 す る た め に は 、 ま ず は 上 司 が 姿 勢 を 示  

し 部 下 を 信 じ る こ と が 大 切 で す 。  

 

OJT  

 ˲ ˿˗  
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職 場で 仕 事 を行 い な がら 、 上 司や 先 輩 から 部 下 や後 輩 へ 仕事 に 必 要

な 知識 や ス キル を 「 意図 的 」、「計 画 的 」、「 継 続 的」 に 指 導 ・ 支 援 し、

修 得を 促 す こと で 、 職場 全 体 の活 性 化 を図 り ま す。 部 下 や後 輩 を 育て

る過 程 で 、そ れ を 指導 ・ 支 援す る 上 司 や 先 輩 も成 長 し ます 。  

このため、全庁一体となってＯＪＴに取り組みます。  

係（ 担 当 ）、課 （ 室 ）、部 に お いて 、 職 員そ れ ぞ れの 職 責 に応 じ て 、  

ＯＪ Ｔ ( 職 場内 研 修 ※ ) を 効 果 的に 行 う ため 、 Ｏ ＪＴ の 考 え方 、 進 め方  

など を 示 した マ ニ ュア ル の 活用 、 Ｏ ＪＴ ト レ ーナ ー 制 度（ ※ ） を 推 進  

する な ど 、職 場 内 研修 の 推 進を 図 り ます 。 ま た、 Ｏ Ｊ Ｔは そ れ ぞれ の  

職場 で 配 置人 数 や 仕事 の 内 容な ど に よっ て 、 様々 な 取 り組 み 方 があ り  

ます の で 、各 職 場 に合 っ た ＯＪ Ｔ を 進め て く ださ い 。  

 

 【Ｏ Ｊ Ｔ 推 進の 取 り組 み 例 】  

日 常業 務 の 中で 、 Ｏ ＪＴ を 行 う側 と 受 ける 側 が 接す る 機 会は 、 常

に ＯＪ Ｔ の 機会 と な りま す 。 ＯＪ Ｔ は 、特 別 な 時間 と 場 所を と っ て

行う も の では な く 、日常 業 務 を通 し て 行っ て い る「指 示 を する 」、「 相

談 にの る 」、「助 言 を する 」、「 ほめ る 」、「叱 る 」 とい っ た こ とが 、 そ

のま ま Ｏ ＪＴ に な りま す 。  

Ｏ ＪＴ は 、 対象 と な る能 力 や 職場 環 境 、受 け る 側の 経 験 や個 性 な

ど によ っ て 異な り ま すが 、 個 人に 合 わ せて 工 夫 し 、 最 適 な方 法 を 検

討し な が ら進 め る こと が 大 切で す 。  

 

（１ ） 個 別指 導 に よる Ｏ Ｊ Ｔ  

個別 指 導 は、 職 場 内の 職 員 が日 常 的 に接 触 す る中 で 行 われ る  

全て の 行 動で す 。 職場 規 律 の確 保 、 職員 の 資 質向 上 と 能力 開 発  

を意 図 し た意 識 的 な指 導 が 有効 で あ り、 Ｏ Ｊ Ｔの 基 本 プロ セ ス  

と言 え ま す。  

 

（２ ） 集 団指 導 に よる Ｏ Ｊ Ｔ  

集 団指 導 は 、士 気 の 高揚 、 相 互啓 発 を 図る た め に、 打 ち 合わ

せ やミ ー テ ィン グ な どを 通 じ て 複 数 の 職員 に 対 して 実 施 しま す 。 

Ћ⅍ ǲ֝ȑ ȆȅǠƳ  

ḹК ʹ  
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高度 で 専 門的 な 知 識や 技 能 を体 系 的・集中 的 に 習得 で き ると と も に 、

職 員 の 意 識 改 革 と 視 野 の 拡 大 、 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 大 を 図 る こ と

がで き る 貴重 な 機 会で す 。  

本 方 針 に 基 づ き 、 毎 年 度 、 弘 前 市 職 員 研 修 計 画 （ ※ ） を 作 成 し 、 研

修の 基 本 方針 、研 修 体系 、研 修 計 画 、個 別の 研 修 目的 等 を 職員 に 示 し、

受講 機 会 の提 供 を 図り ま す 。  

 

(1)  集合研修  
 

       集 合 研修 は 、市で 実 施 し てい る 階 層別 研 修 など で あ り、多 数 の 職

員 に 必 要 な 知識 を 体 系 的 に 学 ばせ る こ と が で き るこ と 、 一 定 期 間に

集 中 的 に 行 える こ と 、 所 属 の 異な る 職 員 と の 交 流に よ り 相 互 啓 発の

機 会 と な る こと 、 目 的 に 応 じ 効果 的 な 研 修 方 法 ・技 法 を 活 用 で きる

こと な ど のメ リ ッ ト が あ り ます 。  

 

 

(2)  派遣研修  
 

   派 遣 研修 は 、 幅広 い 視 野を 培 い 、先 進 的 な行 政 手 法を 実 地 で学 ぶ

こと が で きる こ と から 、 国 、県 等 へ 計画 的 に 派遣 し ま す。  

さ らに は 、 総 務省 自 治大 学 校 、 市町 村 職員 中 央 研 修所 、 東北 自 治

研修 所 、青 森 県自 治 研 修 所 な どの 研 修 機関 に も 引き 続 き 派遣 し ま す 。 

 

 

(3)  研修の効果測定  
 

研 修を 受 講 した 職 員 が、 研 修 の意 図 す る趣 旨 を 理解 し 、 研修 内 容

を 的確 に と らえ て 習 得す る こ とが で き たか ど う か、 ま た 、自 分 の ス

キ ルア ッ プ のた め に 研修 プ ロ グラ ム や 進行 が 満 足し て い るか な ど 、

検証 し て いく こ と が必 要 で す。  

よ り効 果 的 な研 修 を 実施 す る ため に 、 これ ま で の研 修 後 のフ ィ ー

ド バッ ク の 在り 方 を 見直 し 、 研修 成 果 の測 定 や 研修 内 容 の評 価 方 法

等に つ い て検 討 し ます 。  

 

 

 

 

 ˲ ᴣ  ʹ
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(4)  研修時の心得  
 

研修 を 有 意義 な も のに す る かは 、 研 修に 向 か う姿 勢 に あり ま す 。  

研修 時 に は下 記 の こと に 留 意・ 考 え なが ら 受 講し て く ださ い 。  

①  研修 受 講 時・ 移 動 時に も 費 用 が か か って い る とい う こ と 。  

②  なぜ 自 分 はそ の 研 修を 受 講 する の か 。  

③  どう す れ ば、 研 修 内容 が 業 務に 活 か せる か 。  

④  講師 や 他 の受 講 生 から 考 え 方や ノ ウ ハウ を 吸 収す る こ と 。  

 

    

 

    

  
 
 

人財 育 成 にお い て は、 職 員 一人 ひ と り の 能 力 を最 大 限 に引 き 出 して  

いく こ と が重 要 で す。  

適材 適 所 の配 置 と 、そ の 能 力を 活 用 して い く ため に 、 計画 的 な 人財  

育成 を 進 めて い き ます 。  

 

(1)  適材適所の人事配置  
 

限 られ た 人 員の 中 で 質の 高 い 行政 サ ー ビス を 提 供し て い くた め に

は、職 員一 人 ひと り が自 己 の 能力 を 最 大限 発 揮 する こ と が重 要 で す 。 

こ のた め 、 庁内 Ｆ Ａ 制度 の 継 続や 各 部 等が 提 出 する 異 動 リス ト 案

の 精査 と 反 映な ど 、 職員 の 能 力や 適 性 、意 欲 な どを 活 か した 人 事 配

置を 行 い 、職 員 の 能力 の 開 発や 活 用 に努 め ま す。  

 

 

(2)  人財育成型の人事評価  
 

職 員の 能 力 や意 欲 を 高め て 組 織の 活 性 化を 図 る ため に は 、日 頃 の

業 務を 通 じ て発 揮 さ れた 職 員 の能 力 や 成果 を 公 正に 評 価 し、 そ の 結

果を 能 力 開発 や 処 遇に 適 切 に活 用 す る必 要 が あり ま す 。  

この た め、現 在実 施 して い る 人事 評 価 制度 を よ り充 実 さ せな が ら 、

客観 性 の ある 適 正 な人 事 評 価 に 努 め てい き ま す。  

 

 ˲ ˲˗  
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用語の説明  

ページ 用 語  解 説  

５  キ ャ リ ア ・ デ ザ イ ン  本 指 針 で 掲 げ る キ ャ リ ア ・ デ ザ イ ン と は 、 公 務

員 生 活 に お け る 職 務 経 験 、 能 力 形 成 に つ い て 主 体

的 に 行 動 す る こ と を い い ま す 。 ま た 、 仕 事 を 離 れ

て 、 地 域 社 会 や 自 分 の 生 き 方 の 課 題 解 決 の た め に

行 動 す る こ と も 、 自 身 の 成 長 に つ な が る も の と 考

え ま す 。  

（ キ ャ リ ア は 広 義 に 捉 え て お り 、仕 事 だ け で な く 、

仕 事 以 外 の 生 活 を 含 め た 人 生 全 体 を い い 、 自 分 の

こ と だ け で な く 、 他 者 や 社 会 全 体 の た め に 何 が で

き る か ま で 含 め た 生 き 方 を い い ま す 。）  

５  人 事 評 価 制 度  職 員 が そ の 職 務 を 遂 行 す る に あ た り 発 揮 し た 能

力 及 び 挙 げ た 業 績 を 把 握 し た う え で 、 能 力 及 び 勤

務 の 実 績 等 を 適 確 に 把 握 し 、評 価 す る こ と に よ り 、

職 員 の 任 用 等 を 行 う 制 度 の こ と 。  

５  能 力 評 価  職 務 行 動 を 通 じ て 発 揮 さ れ た 能 力 と 執 務 に 対 す

る 姿 勢 ・ 態 度 を 、 能 力 評 価 基 準 に 基 づ き 評 価 す る

こ と 。  

５  業 績 評 価  各 職 員 が 立 て た 個 人 目 標 の 達 成 状 況 を 評 価 す る

こ と 。  

１ ０  Ｏ Ｊ Ｔ  

（ 職 場 内 研 修 ）  

On- the - Job Training  

（ オ ン ・ ザ ・ ジ ョ ブ ・ ト レ ー ニ ン グ ）  

職 場 で 実 務 を さ せ な が ら 行 う 、 職 員 の 職 業 教 育

す る こ と 。  

１ ０  Ｏ Ｊ Ｔ ト レ ー ナ ー 制 度  新 採 用 職 員 の 早 期 育 成 を 計 画 的 に 実 施 す る た め

に 、 先 輩 職 員 を Ｏ Ｊ Ｔ ト レ ー ナ ー と し て 、 事 務 上

の 指 導 や 健 康 面 な ど の 相 談 な ど を 行 い な が ら 、 新

採 用 職 員 の 指 導 育 成 を す る 仕 組 の こ と 。  

１ １  弘 前 市 職 員 研 修 計 画  弘 前 市 人 財 育 成 基 本 方 針 に 基 づ き 、 年 度 当 初 に

具 体 個 別 に 作 成 し た 研 修 計 画 の こ と 。  
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